
一
九

二
〇
年
代
に
お
け
る
地
主
小

-

奈
良

県

旧
添

上

郡

治

道

村

の
事

例
ー
ー

作
関
係

の

一
考
察森

兀

文

子

は

じ

め

に

最
近

の

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
農
村
支
配
体
制
に
関
す
る
分
析

は
、
小
作
争
議
後
退
期
の
農
村
構
造
の
支
配
の
論
理
を
い
か
に
と
ら

え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
そ
の
問
題
関
心
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
分
析
に
つ
い
て
は
二
つ
の
研
究

の
流
れ
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
森

武
磨

・
大
門
正
克
両
氏
に
よ
る
、
農
家
小
組
合

・
産
業
組
合
に
つ
い

(1
)

て
の
研
究

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
農
家
小
組
合

・
産
業
組
合
が
農
民
的

小
商
品

生
産
の
組
織
化
に
よ

っ
て
、
小
作
争
議
を
解
決
す
る
社
会
的

機
能
を
有
し
て
い
た
と
し
、
そ
れ
ら
が
小
作
争
議
後
退
期
の
農
村
再

編
に
あ
た

っ
て
、最
も
重
要
な
役
割
を
な
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
庄
司
俊
作

・
坂
根
嘉
弘
両
氏
に
よ
る
協
調
組
合
に

(2
)

つ
い
て
の
研
究

で
あ
る
。
協
調
組
合
は
、
地
主
小
作
双
方
か
ら

一
定

の
比
率

で
委
員
を
出
し
、
そ
こ
で
小
作
料
減
免
率
等
を
決
定
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
小
作
層
の
階
級
意
識
が
自
主
的
に
眠
り
込

ん
で
い
っ
た
と
し
、

こ
う
し
た
協
調
組
合
の
設
立
こ
そ
小
作
争
議
後

退
期
に
お
け
る
農
村
再
編
の
基
軸
と
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

森

・
大
門
両
氏
の
研
究
で
は
、
小
商
品
生
産
の
組
織
化

に
よ

っ
て

農
村
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
が
同
時
に
、
階
級
宥
和
機
能
を
獲
得
す

る
プ

ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
理
解

は
、
産
業
組
合

に
社
会
的
機
能
を
求
め
る
あ
ま
り
、
産
業
組
合
万
能

論
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
〇
年
代
、
農

村
の
抱
え
て
い
た
問
題
が
、
農
事
改
良
や
小
商
品
生
産
の
組
織
化
に

よ

っ
て
、
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
庄
司

・
坂
根
両
氏
の
研
究

で
は
、
小
作
争
議
に
対
す
る
小

作
調
停
法
の
運
用
と
い
う
国
家
的
対
応
か
ら
見
て
も
、
協
調
体
制

へ
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第1表 米 作 平 均 反 収(石)

190919131920192419271930193219351939

全 国平 均

奈良県平均

治道村平均

1.785

2.358

2.318

1.659

2.164

2.231

2.022

2.702

2.720

1.819

1.859

1.519

1.760

2.214

2.650

2.064

2.719

2.950

1.853

2.500

2.900

1.793

2.492

2.760

2.160

2.237

.,

注)『 農林省累年統計表』r奈 良県統計書』『治道村統計』による。

第2表 小 作 料

等 級 反 収(石)小 作料(石) 小作料率
°o)

上

中

下

平

田

田

田

均

2.8

2.7

2.6

2.7

1.8

1.7

1.6

1.7

64.3

63.0

61.5

62.9

注)『 勧業書i類綴』1931年 よ り作成 。

第3表 商品作物種 類別累年作付面積又は収 量(指 数)
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2
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3

3

3

3

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

西 瓜

(作付面積)

00

一

43

02

39

一

41

45

74

64

77

99

1

1

1

4

3

3

3

3

3

綿

(作付面積)

100

0

梨

(収 量)

100

1,780

912

1,970

860

123

248

47

15

23

6

柿

(収 量)

100

197

272

192

513

770

1,964

468

427

330

ブ ド ウ

(収 量)

100

595

,..

512

・・

1,854

1,049

144

90

98

桃

(収 量)

100

1,288

2,933

906

1,675

2,519

3,260

2,674

3,785

..

養 蚕

(掃立量)

10

50

130

825

1,095

1,200

1,000

509

122

72

注)(1)東 京教育大学 『農業水利慣行 と公共事業 との関連に関す る調査報告』

1955年,P29よ り引用。

(治道村統計による指数 は,統 計書に最初 に記載 されている年次 を100と

す る。但 し養蚕 は1905年 を10と し,1931年 を1000と した指数。)
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の
帰
結
な
く
し
て
は
二
〇
年
代
の
争
議
は
沈
静
化
し
得
な
か

っ
た
と

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
作
人
が
自
主
的
に
眠
り
込
ん
で
い
く

ほ
ど
、

地
主
の
譲
歩
が
引
き
出
さ
れ
る
地
域
と
い
う
の
は
、
や
は
り

「小
宇
宙
的
」
・
「頂
点
的
」
に
し
か
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思

わ
れ
る
。
地
主
側
か
ら
の
あ
る
程
度
の
譲
歩
に
よ

っ
て
眠
り

込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
、

二
〇
年
代
に
お
け
る
争
議
要
求
が
小
さ
な
も

の
で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
、
奈
良
県
の
い
わ
ゆ
る
近
畿
型
に
属
す
る

一
農
村

の
、
一

九
二
〇
年
代
に
お
け
る
産
業
組
合
の
組
織
化
と
発
展
、
小
作
争
議
、

そ
し
て
水
利
問
題
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
主
小
作
関
係

お
よ
び
農
村
の
抱
え
て
い
た
問
題
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
対
象
地
の
概
況

こ
こ
で
取
り
上
げ
る

奈
良
県

旧
添
上
郡

治
道
村
は
、

奈
良
県
北

部
、
大
和
平
野

の
北
半
部
に
あ
る
添
上
郡
の
西
南
端
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
の
村
は
、
九
つ
の
大
字
か
ら
な
り
、
戸
数
五
〇
五
戸

(内
農

家
戸
数

四
三
八
戸
)、

人
口
約
四

一
〇
〇
人
、

耕
地
面
積
四
二
〇
町

(
3
)

歩
で
、
生
産
物
総
額
中
、
農
産
物
生
産
額
が
八
五
%
を
し
め
る
、
米

麦

二
毛
作
を
中
心
と
し
た
純
農
村
で
あ
っ
た
。

こ
の
村
の
特
徴
の
第

一
は
、
米
生
産
力
の
高
さ
と
そ
れ
に
対
応
す

る
高
率
の
小
作
料
、
そ
し
て
商
品
作
物
の
早
期
展
開
に
求
め
ら
れ
る

(第
1
表
、
第
2
表
、
第
3
表
参
照
)。

第
二
は
、
地
主
支
配
の
強
固
さ
に
求
め
ら
れ
る
。

一
九
二
一二
年
か

ら

一
九
三

一
年
ま
で
の
所
有
経
営
地
の
変
化
を
見
る
と
、

一
町
五
反

以
上
を
所
有
す
る
地
主

・
自
作
層
は

一
九
二
一二
年
の
二
七
戸
か
ら
、

一
九
三

一
年
四
四
戸
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

小
作
争
議
に
よ

っ
て
地
主
自
作
化
が
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し

た

一
方
、
小
作
層
の
経
営
規
模
の
縮
小
、
戸
数
の
減
少
、
脱
農
化
傾

向
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
(第
4
表
参
照
)。

こ
の
村
で
は
、

一
九
三

〇
年
代
以
降
も
土
地
所
有
者
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
特
に
、
三
町
以
上
を
所
有
す
る
地
主
に
な
る
と
、

一
九
二
〇
年

代
に

一
地
主
が
土
地
を
買
却
し
た
の
み
で
、

そ
れ
以
外
は
戦
時
体
制

期
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
安
定
し
た
こ
れ
ら
の
地
主
層
が
、
産
業
組
合
、
溜
池
築
造
を
強
力

に
推
進
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
各
大
字
意
識
の
強
さ
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
近
世
に

お
け
る
分
散
支
配
の
伝
統
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
や
、

そ
れ
に
よ
る
大
字
間
の
水
利
慣
行
も
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
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第4表

1923年

自小作別 ・経営地面積別農家戸数(戸)

瞬 家5反未5騎 驚 町{L騎2酬 合計

40

288

87

46

 

1

10

22

14

3

77

35

9

115

20

12

 

73

8

15

40

7

・
作

作

主

作
小

自
自

自

地

1927年

非農家i5反未5騎 鋤L騎12町 一1合 計

52

266

95

45

 

ー
ム

7
■

O
J

20

23

2

59

32

8

122

22

10

 

64

11

14

52

8

・
作

作

主

作
小

自
自

自

地

1931年

非農家5反 未5辱 詰 鑑町L騎2町 一 合 計

50

252

109

37

 

11

1

15

28

3

52

37

6

m

π
8

74

16

12

50

7

・
作

作

主

作
小

自
自

自

地

注)治 道 村 役 場 『資 力 調 査簿 』(1923,1927,1931年)よ

り作 成 。

名主領旧第5表

名字大主領旧

白土,櫟 枝

新庄,伊 豆七条

番 条

石川,横 田,発 志院

中 城

 

領

領

領

領

領

寺

社

本

名

福

日

天

旗

大

興

春

図

っ
た

の

か
、

ま

た

い

か
に
事
業
を
拡
大
し
て

い

っ
た

の

か
明

ら

か

に

し

、

さ

ら

に
、
産

業

組

合
と
の
関
連
に
お
い
て

農
事
実
行
組
合
、
小
作

争
議

に
つ
い
て
も
明
ら

か

に

し

た

い
。

そ

こ

か

ら
、

こ

の
村

に

お

け

る

地
主
小
作
関
係
に
っ
い

44{

て
分
析
を
加
え
た
い
。

1

産
業
組
合
の
発
展

治
道
村
で
は
、

一
九

に
よ
る
も
の
で
あ
る
(第
5
表
参
照
)。
ま
た
、
不
合
理
な
水
利
慣
行

に
対

し
、

村

で

は

し

ば

し

ば

水

争

い
が

起

っ
て

い
た

。

二
、
産
業
組
合
の
発
展
と
地
主
小
作
関
係

一
で
述
べ
た
地
主
支
配
の
顕
著
な
表
わ
れ
が
治
道
村
産
業
組
合
の

一
年
、
大
字
発
志
院
の
田
地
約
三
〇
町
を
所
有
す
る
地
主
越
智
太

兵
衛
が
中
心
と
な
っ
て
、
発
志
院
信
用
組
合

が
設
立
さ
れ
た
。
組
合

員
は
発
志
院
の
全
戸
数
四

=
戸
で
あ

っ
た
。

一
九

=
ハ
年
に
は
県
よ

り
模
範
組
合
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、.
一
九

一
九
年
、

こ
の
信
用
組
合
が
中
心
と
な

っ
て

一
村
規
模

の
産
業
組
合
が
設
立
さ

発
展

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
産
業
組
合
が
ど
の
よ
う
に
地
主
の
結
集
を

れ
た
。
設
立
直
後
は
村
内
の
半
数
約

二
〇
〇
人
を
組
織
す
る
の
み
で



第6表 治 道 村 産 業 組 合 事 業 概 況(円)

年 次

9191

噌⊥

Q
り

9
θ

9
臼

0
ゾ

Q
ゾ

ー
ム

ー
ム

5

7

9

1

3

5

2

2

2

3

3

3

Q
V

O
4

0
」

Q
》

0
ゾ

Q
り

ー
↓

ー
ム

ー
ム

噌⊥

-
占

-
占

7
8

Q
ゾ

0
0

Q
σ

Q
》

0
ゾ

ー
ム

ー
ム

払込済

出資金

6,180

12,630

13,380

13,380

13,530

117,060

117,090

117,570

1162370

111,810

積立金

25,395

39,493

58,516

82,245

19,032

24,860

31,292

36,171

39,354

貯 金

靹 受入1年 度末

967,285

1,199,314

1,319,507

1,559,415

1,777,019

45,591

383,855

682,032

631,150

908,616

943,506

876,498

1,114,216

借 入 金

靹制 鞭 末

・:11

39,000

・:111

18,000

15,000

162,000

70,000

2,900

90,000

18,900

54,902

63,998

84,192

73,423

70,480

70,101

36,480

30,339

貸 付 金

年内貸付 年度末

154,190

153,543

113,446

122,122

111,720

13,947

165,469

185202

201,553

200,943

181,137

160,282

購 買

13,260

16,297

37,374

65,625

49,618

70,849

86,087

98,408

148,021

利 用

1,630

5,086

3,425

5=586

6,339

7,580

8,555

6,251

11,223

販 売

73,543

86,520

130,762

153,061

298,255

余 裕 金

633,477

884,530

867,540

794,042

1,034,255

注)治 道村産業組合 『事業成績概 況』(1932年),同 『事業成績 ノ概要』(1937年)に よ り作成。
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あ
っ
た
が
、

一
九
二

一
年
に
は
村
内
の
九
五
%
に
達
す
る
四
四
〇
戸

(
4
)

を
組
織
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

次
に
治
道
村
産
業
組
合
の
事
業
内
容
を
見
た
い
(第

6
表
参
照
)。

第

一
に
、
信
用
事
業

で
あ
る
。
基
本
的
貯
金
に
は

「義
務
貯
金
」

1
全
組
合
員
が

一
日

一
銭
を
貯
金
す
る
も
の
、
「
初
穂
貯
金
」1
収
穫

後
、
品
質
優
良
の
米
三
升

・
麦
四
升
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
組
合
が

一
括
し
て
販
買
し
そ
の
代
金
を
貯
金
す
る
も
の
、
そ
し
て

「勤
検
貯

金
」
の
三
種
類
が
あ

っ
た
。
他

に
は
定
期

・
普
通

・
特
別
貯
金
な
ど

が
あ

っ
た
。
治
道
村
で
は
創
立
以
来
各
組
合
員
が

一
度
も
貯
金
を
滞

納
す
る

こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
貯

金
と
出
資
金
に
対
す
る
剰
余
金
は

一
度
も
配
当
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
九
三

一
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
剰
余
金
を
「
共
栄
貯
金
」
と
し
て
貯
金

す
る
ほ
ど
、
勤
検
貯
金
奨
励
が
徹
底
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
信
用
事

業

の
成
長
は
著
し
く
、
組
合
設
立
数
年
で
貯
金
額
は
三
〇
万
円
と
県

内
ト

ッ
。フ
と
な
り
、

一
九
二
五
年
に
は
産
業
組
合
中
央
会
よ
り
最
優

秀
組
合

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。

一
九
三

一
年
に

は
出
資

金
を

一
口
(三
〇
銭
)
か
ら
、
一
〇
口
に
引
き
上
げ
、
そ
の
資
金

の
基
礎
を
さ
ら
に
固
め
、
貯
金
額
も

一
九
三
〇
年
代
に
は
九
〇
万
円

台
、

一
九
四

一
年
に
は

一
〇
〇
万
円
台
と
順
調
な
成
長
を
続
け
た
。

第7表 購買品取扱い高(円)

年次 産業朋 陣 用品 合 計

3,795

13,260

16,436

16,297

33,129

37,374

54,233

65,725

64,897

49,618

61,696

70,849

64,124

86,087

1,485

7,144

8,520

8,292

8,126

7,518

8,854

13,226

12,425

':11

17,193

14,798

20,632

24,917

2,310

6,116

7,916

8,005

25,003

29,859

45,379

52,499

52,462

39,818

44,503

56,501

43,510

61,170

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

注)治 道村産業組 合 『事業成績概

況』『事業成績 ノ概要』 による。

 

第

二
は
、
購
買
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
二
二
年
開
始
さ
れ
た

(第
7
表
参
照
)。
購
買
品
目
中
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
肥
料
の
購
入

で
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
村
消
費
の
ほ
と
ん
ど
を
産
業
組
合
で

掌
握
し
た
。
そ
の
他
、
鎌
、
除
草
機
等
の
農
具
、
砂
糖
、
醤
油
、
酒

類
、
乾
物
類
等
の
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、
家
庭
薬
、
学
生
カ
バ
ン
、

学
生
服
や
学
用
品
な
ど
年
々
購
買
品
目
を
広
げ
て
い
っ
た
。

第
三

は
、
利
用
事
業

で
あ
る
。
(第
8
表
参
照
)
こ
れ
は

一
九
二

三
年
開
始
さ
れ
た
。
利
用
事
業
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
米
麦

の
調
整

過
程
に
動
力
…機
械
を
設
備
し
、
そ
の
利
用
工
場
を
つ
く

っ
た
こ
と
で

あ
る
。
ま
ず

一
九
二
二
年
五
馬
力
電
動
機

一
台
、
精
米
機
二
台
、
大

豆
精
米
機

一
台
を
購
入
、
そ
の
た
め
の
利
用
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
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こ
の
後
、
毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
精
米
機
や
籾
摺
機

・
発
動
機

・
臼

ひ
き
…機
な
ど
が
購
入
さ
れ
、
利
用
工
場
も
増
築
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

機
械
は
利
用
工
場
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
大
字
、
各
農
家

へ
の

(5

)

巡
回
作
業
も
行

っ
た
。

こ
う
し
て
各
農
家
に
動
力
機
械

や
籾
摺
機
等

の
購
入

の
必
要
が
な
い
ほ
ど
、
産
業
組
合

に
よ
る
機
械
設
備
は
完
備

さ
れ
て
い
た
。

一
九

二
一二
年
に
は
、
全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
例

の
な
い
医
療
事
業
が

開
始
さ
れ
た
。
診
料
所
で
は
薬
価
も
医
師
会
規
程
の

一
五
%
引
き
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
は
郡
医
師
会
か
ら
の
激
し
い
抗
議
に

あ
い
三
年
後
中
断
さ
れ
る
。

一
九
二
四
年
理
髪
事
業
、
冠
婚
葬
祭
用

家
具
の
利
用
事
業
も
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら
に

一
九

二
六
年

に
は
、
販

売
事
業

も
兼
ね
、
自
転
車
の
組
立
販
売

・
修
…繕
、
貨
物
自
動
車
事
業

も
始
め
て
い
る
。
自
転
車
事
業
に
関
し
て
は
、
医
療
事
業
と
同
様
県

輪
業
組
合
か
ら
、
治
道
村
産
業
組
合
か
ら
購
入
し
た
自
転
車

に
関
し

(6

)

て
は
、

一
切
修
理
等
を
し
な
い
と
い
う
決
議
が
出
さ
れ
る
な
ど
激
し

い
反
産
運
動
が
起

っ
た
が
、
産
業
組
合
中
央
会
の
後
押
し
な
ど
も
あ

り
事
業

を
続
行
し
た
。

最
後

は
、
販
売
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
二
一二
年
開
始
さ
れ
た
。

先
に
述

べ
た
自
転
車
事
業
と

一
九
二
五
年
建
設
さ
れ
た
農
業
倉
庫
を

第8表 利 用 事 業 成 績(円)

公会堂助産婦家具自転車自動車理髪医院動力
農具

精 穀
粉砕機年次

1,120

1,200

332

 

64

m

犯

畑

6

如

50

49

43

57

84

64

48

64

44

98

㎜

悩
m

珊

幽
魏

π

734

2,391

2,449

2,667

2,763

2,832

..…

2,666

 

㎜
甥
珊
鵬
㎜
蹴
珊
餅
肥
鵬
鰯

1,978

2,416

1,717

611

344

7s1

1,173

924

1,030

526

1,780

996

273

,'.

1,230

1,121

1,019

1,586

1,631

1,833

2,181

2,393

2,515

2,388

2,290

2,410

2,473

2x419

2,611

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

注)治 道村産業組合 『事業成績概況』,同 『事業成績の概要』による。

 

利
用
し
た
米
麦
の
運
送

・
共
同
販
売
が
中
心

で
あ
る
。
倉
庫
は
、

一

九
三
〇
年
代
に
入

っ
て
、
新
し
い
倉
庫
が
建

て
ら
れ
販
売
事
業
量
も

増
加
し
て
い

っ
た
。

一47一



関
連
事
業
と
し
て
、

一
九
二
七
年
か
ら
の
奈
良
県
乾
繭
倉
庫

の
経

営
が
あ
る
。

こ
れ
は
県
内
の
乾
繭
の
保
管
と
共
同
販
売
を
行
う
た
め

の
も
の
で
、
治
道
村
産
業
組
合
長
が
県
知
事

の
依
頼
に
よ
り
、
組
合

長
を
務
め
た
。

以
上

の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
治
道
村
産
業
組
合
は
、
四
種
兼

業
組
合

と
し
て
非
常
に
よ
く
発
展
し
た
組
合
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
組
合

の
運
営
に
は
、
各
大
字
の
地
主
を
理
事
や
監
事
と
し

て
地
主

の
結
集
を
図

る
と
と
も
に
、
地
主
の
息
子
た
ち
を
秘
書
や
事

務
員
に
雇
入
れ
る
な
ど
し
て
、
組
合
長
を
頂
点
と
し
た
各
大
字

へ
の

人
脈
を
創
り
上
げ
た
。

そ
の
他
に
も
、

度
々
産
業
組
合
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
い
た

り
、
毎
年
三
月

の
産
業
組
合
記
念
日
に
婦
人
会
、
処
女
会
を
同
時
に

開
き
、
事
業
の
宣
伝
や
組
合
精
神
の
普
及
に
務
め
た
。
ま
た
、
産
業

組
合
の
発
展
は
青
少
年
の
教
育
か
ら
と
、
小
学
校
の
補
習
生
や
小
学

校
職
員

に
対
し
て
も
課
外
講
議
と
し
て
組
合
長
が
講
義
を
し
た
り
、

(7
)

模
擬
組
合
を
設
置
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
添
上
郡
農
学
校
産
業
組
合

専
修
科

で
、
組
合
長
が

「
産
業
組
合
経
営
論
」
を
講
義
す
る
な
ど
し

て
い
た
。
ま
さ
に
産
業
組
合
は
、
日
常
生
活
の
様
々
な
分
野

に
影
響

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
、
こ
う
し
た
産
業
組
合

の
発
展
と
ほ
ぼ
同
時
に
活

動
を
始
め
た
の
が
、
農
事
実
行
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
二

一
年
、

奈
良
県
「農
事
実
行
組
合
設
置
奨
励
規
程
」
の
制
定
を
受
け
て
、
各
大

字
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
活

動
は
、
稲
苗
代
の
改
良

・

共
同
苗
代
な
ど
米
麦
生
産
の
技
術
改
良
や
、
果
樹
栽
培

・
疏
菜
栽
培

の
普
及
改
良
お
よ
び
共
同
販
売
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要

な
商
品
作
物

で
あ
る
西
瓜
の
生
産
に
関
し
て
は
、
品
種
改
良
や
品
種

第9表 産業組合役員の所有,経 営地

役 名i氏 名i所 有地i経 営地i 大字名

発 志 院

田横

〃

土

条

庄

白

番

新

伊豆七条

川

田

枝

条

城

石

横

櫟

番

中

10.7反

17.2

15.8反

22.7

21.0

15

17.5

18.1

10

9.5

20.6

176.6反

36.7

34.2

161.0

85.4

21.0

22

17.5

31.4

10

54.1

35.8

越智太兵衛

金居 仙助

森川 常吉

仲 勘兵衛

沢田 忠一

乾 貞吉

南本楢次郎

戸田猪太郎

森川 勇作

浅井楢三郎

堀田 宜平

増田健治郎

 

長

事理

合

務

組

専

事理

事睡皿

注)治 道村役場 「資力調査簿」(1932年)よ り作成。石

川,伊 豆七条,櫟 枝には2.5町 以上の所有者はいない。

.;



統

一
に
努

め
て
い
た
。
各
実
行
組
合

に
は
村
予
算

か
ら
農
薬
費
と
し

て
補
助
金
も
お
り
て
い
た
。
そ
の
他
養
蚕
に
つ
い
て
も
、共
同
飼
育
・

共
同
販
売

を
行
う
な
ど
、
米
麦
生
産
か
ら
商
品
作
物
の
導
入

・
生
産

・
販
売
ま
で
、
実
際
の
生
産
過
程
に
即
し
た
活
動
が
各
大
字
で
活
発

　
　
　

に
行
わ
れ
て
い
た
。

大
門
氏

の
場
合
は
、
産
業
組
合
と
農
家
小
組
合
を
あ
わ
せ
て
補
完

関
係
と
と
ら
え
て
い
る
が
、

一
村
規
模
で
発
展
し
た
産
業
組
合
に
対

し
、
大
字
内
に
お
い
て
活
動
を
し
て
い
た
実
行
組
合
の
関
係
は
、
産

業
組
合
の
経
営
に
当

っ
て
い
る
の
が
各
大
字
の
地
主
層
ー
自
作
地
を

持

つ
と
は
い
え
寄
生
地
主
的
傾
向
が
強
い
(第
9
表
参
照
)1
で
あ
る

の
に
対
し
、
実
行
組
合
の
活
動

の
中
心
は
、
そ
の
活
動
か
ら
考
え
て

も
自
作
層

が
中
心
と
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
こ

と
や
、
大
字
対
立
が
激
し
か

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
補

完
関
係
で
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

各
大
字

の
農
事
実
行
組
合
は
大
字
に
お
け
る
生
産
過
程
を
組
織
す

る

一
方
で
、
産
業
組
合
は
、
大
字
対
立
に
は
手
を
触
れ
な
い
村
全
体

に
共
通
す

る
経
済
的
諸
条
件

の
実
現
を
図

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う

に
、
農
事
実
行
組
合
と
産
業
組
合
の
活
発
な
活
動
が

あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
治
道
村
で
は
小
作

争
議
の
発
生
を
見
る
の
で
あ
る
。

2

小
作
争
議

の
発
生

治
道
村
で
は

一
九
二
四
年

の
旱
魑
を
契
機

に
、

り
ま
で
小
作
争
議
が
起

っ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
終

第10表 米 作 反 収

19241921192019131908罫
石 斗 升 合

1.2.5.0

1.8.7.4

0.6.0.0

2.1.0.0

1.7.0.0

0.7.0.0

1.4.2.5

2.5.0.0

石 斗 升 合

2.2.9.5

2.2.5.3

2.3.9.2

2.3.7.8

2.4.1.7

2.3.2.7

2.3.2.1

2.1.9.9

石 斗 升 合

3.0.3.3

2.6.2.6

2.5.0.0

3.0.0.8

2.5.9.3

2.5.8.5

2.7.1.5

2.7.0.2

石 斗 升 合

2.1.6.5

2.0.1.9

1.6.4.2

2.1.5.4

2.1.4.9

2.1.4.1

2.2.0.6

2.3.7.7

石 斗 升 合

2.3.0.0

2.2.7.5

2.3.2.2

2.4.0.0

2.4.0.0

2.3.2.5

2.2.7.5

2.2.5.0

 

枝

田

庄

川

櫟

横

新

石

土
院
潔

志

豆

臼

発
中

伊

条番

1.5.1.92.3.2.32.7.2.02.2.3.12.3.1.8平 均

注)東 京教育大学 『農業水利慣行 と公共事業 との関連に関す る

報告調査』1955年,P26よ り引用。

一49一



ま
ず
、
旱
越

の
被
害
状
況
を
見
る
と
、
奈
良
県
で
は
田

一
六
八
四

町
、
畑

四
八
町
が
免
租
許
可
と
な

っ
て
い
る
。
郡
別
に
み
る
と
添
上

郡
で
は
田
三
六
九
町
が
免
租
と
な
り
、生
駒
郡
で
は
田
九
三

一
町
、畑

二
五
町
、
山
辺
郡
田
三
二
五
町
、
畑
二
一二
町
と
な

っ
て
い
る
。
町
村
別

に
み
る
と
特
に
被
害

の
大
き
い
と
こ
ろ
は
、
山
辺
郡
二
階
堂
村

の
二

九
七
町
、

つ
づ
い
て
添
上
郡
治
道
村
の

一
二
八
町
、
生
駒
郡
村
当
村

す
　

の

一
〇
八
町
で
あ

っ
た
。
治
道
村
は
添
上
郡
の
免
租
地
の
三
割
を
し

め
、
そ

の
被
害

の
集
中
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
村
内
の
被
害
状

況
(第
10
表
参
照
)
を
大
字
毎
に
見
る
と
、
新
庄
の
六
斗
が
最
低
で
、

発
志
院

・
中
城
が
七
斗

で
他

の
大
字
も
、
水
系
の
違
う
番
条

.
伊
豆

七
条

の
二
大
字
を
除
く
と
、
だ
い
た
い
平
年
作
の
五
割
程
度

の
収
穫

し
か
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
旱
魅
を
契
機
に
小
作
争
議
が
起

っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

以
下
大
字
の
小
作
争
議
に
つ
い
て
見
る
と
、

]
九
二
四
年
横
田
で

は
、
旱
魑
後
の
減
免
交
渉
が
難
行
し
地
主
代
表
五
名
、
小
作
代
表
八

名
の
委
員
に
よ
っ
て
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
が
、
互
い
に
譲
歩
せ
ず
地

主
側
は
土
地
取
上
げ
を
決
定
し
、
朝
鮮
人
を
雇
入
れ
刈
入
れ
を
終
え

た
。

一
方
小
作
人
側
は
、
八
〇
余
名

の
小
作
人
を
結
集
し
地
主
の
土

地
取
上
げ
に
対
抗
し
て
い
た
が
、

一
ヵ
月
後
、
地
主
側
が
裏
作
代
と

し
て
八
円
を
支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
従
来
通
り
小
作
を
続
け
る
と

(
10
)

い
う
こ
と
で
結
着
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
争
議
を
始
め
と
し
て
各
大
字
に
毎
年
小
作
料
減
免
を
要
求
す

る
争
議
が
起

っ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
引
き
続
く
小

セ
　

作
争
議
か
ら
逃
れ
る
た
め
し
ば
し
ば
地
主
に
よ
る
自
作
化
の
た
め
の

土
地
取
上
げ
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
庄
で
は

一
九
二
九
年
、

一
地
主
の
自
作
化
の
た
め
の
土
地
取
上
げ
に
対
し
て
、
他
の
小
作
人

が
同
情
し
て
争
議
が
起
り
、
村
長
が
調
停
に
入
り
土
地
を
返
還
す
る

第11表 小 作 料 減 免 率(00)

19301928192719261925吻
 11求

11.9

6.55

8.5

11.9

21.25

21.25

21.25

15.0

10.0

25.5

20.35

16.5

16.5

16.5

10.0

15.0

23.5

24.0

20.0

20.0

20.0

10.0

7.5

24.5

11,

1,

34.0

34.0

10.0

0

33.0

41.5

27.5

27.5

27.5

 

0

枝

田

庄

川

土

櫟

横

新

石

臼

院

城

志発

中

17.516.420.927.125.7平 均

注)『 勧 業 書 類 綴 』(1929,1931年)よ り作

成 。
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か
わ
り
小
作
料
を
三
分
の

一
に
減
額
す
る
こ
と
で
結
着
が
つ
い
て
い

稔
一
九

二
四
年
か
ら
二
七
年
ま
で
争
議
の
激
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ

と
は
、
各
大
字
の
小
作
料
減
免
率
の
高
い
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る

(第
11
表

参
照
)。
争
議
解
決
の
主
導
権
が
地
主
側
に
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
が
、
日
本
農
民
組
合
運
動
や
水
平
社
運
動
の
激
し
い
村

に
囲
ま
れ
て
い
た
治
道
村
で
は
、
地
主
層
が
小
作
人
層
の
日
農
等

へ

の
組
織
化

に
対
す
る
危
機
感
も
あ

っ
て
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で
妥

協
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
日
農

・
水
平
社
運
動
の
拠
点
で
あ

っ
た
奈
良
県

の
状
況
を

考
え
る
と
、
治
道
村
に
お
け
る
小
作
争
議
は
小
作
料
減
免
要
求
が
す

(
13
)

べ
て
で
あ
り
、
争
議
の
性
格
も
組
織
建

っ
た
持
続
的
な
も
の
で
は
な

い
の
で
、
争
議
経
過
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
動
き
は
な
い
。

し
か
し
、
村

の

『
事
務
報
告
』
(
一
九
二
五
年
)
に

「平
和
な
る
農
村

に
於
て
お
や
減
免
問
題
の
送
起
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
村
に
と

っ
て
は
争
議
と
い
う
激
し
く
対
立
し
た
形
で
地
主
小
作
関
係
が
表
面

化

し
た
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
ね
　

産
業
組
合

の
活
動
も
実
行
組
合
の
活
動
も
、
こ
の
村
の
階
級
宥
和

に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
有
効
な
役
割
を
果
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
二
つ
の
活
動
に
よ
っ
て
も
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
問
題

は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
農
業
生
産
に
関
す
る
も

っ
と

も
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
用
水
の
不
足
と
、
封
建
的
水
利
慣
行
で
あ

っ
た
。

こ
の
問
題
解
決
の
た
め
、
地
主
層
が
結
集

し
白
川
溜
池
築
造
計
画

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
自
川
溜
池
の
築
造

こ
こ
で
は
、
白
川
溜
池
築
造
の
目
的
、
築
造
過
程
に
お
け
る
大
字

間
の
対
立
お
よ
び
地
主
小
作
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

1

白
川
溜
池
築
造
の
目
的

奈
良
県
の
溜
池
は
水
源
の
多
く
を
中
心
の
河
川
に
求
め
、
そ
こ
か

ら
井
堰
に
よ

っ
て
引
水
し
貯
水
す
る
と
い
う
も
の
が
多
か

っ
た
。
そ

れ
ら
は
、
江
戸

・
明
治
期
、
平
坦
部
に
人
工
的
に
築
造
さ
れ
た
も
の

で
、
底
の
浅
い
「
皿
池
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
潅

　お
し

概
率
が
低
く
、
溜
池
面
積
が
全
水
田
面
積
の
七
%
を
し
め
て
い
た
。

一
九
〇
六
年
、
県
で
は
奈
良
盆
地
の
水
不
足
解
決
の
た
め
の
対
策

を

「
奈
良
県
溜
池
整
理
計
画
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
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平
坦
部
に
あ
る
貯
水
量
の
少
な
い
皿
池
は
廃
止
し
て
、
大
規
模
な
溜

池
を
自
然
立
地
条
件
の
有
利
な
山
間
の
水
源
地
に
つ
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
。
同
時

に
、
県
内

一
〇
ヵ
所
の
溜
池
計
画
が
提
案
な
さ

れ
た
が
、
こ
の
時
は
実
現
し
な
か

っ
た
。

(こ
の
中

に
は
白
川
溜
池
や

一
九
三
〇
年
代
に
築
造
開
始
さ
れ
た
斑
鳩
溜
池
、
倉
橋
溜
池
が
含
ま

れ
て
い
た
。)

一
九
二
四
年
、
県

で
は
再
び
、
溜
池
整
理
と
用
水
補
給
計
画
の
た

め
の
基
本
調
査
を
行

っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
年
は
大
早
越

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
各
地
で
水
利
紛
争
が
起
り
、
七
月
に
入
る
と
県

庁

へ
毎
日
数
件

の
陳
情
者
が
押
し
か
け
、
県

で
は
そ
の
対
応
に
手
古

も
　

摺

っ
て
い
た
。
ま
た
、
旱
魑
を
契
機
と
し
て
小
作
争
議
も
各
地
に
起

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
県
と
し
て
は
ま
ず
、
溜
池
整
理
と
用

水
補
給
も
兼
ね
て
、
旱
越
時
に
備
え
る
新
し
い
用
水
源
確
保

の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
緊
…急
の
事
柄
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
こ
れ
は
各

地
の
水
利
争
議
解
決
を
図
る
重
大
な
事
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
特
に
旱
越
の
被
害
の
大
き
か

っ
た
添
上
郡
内
の
潅
概
用
水

補
給
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
が
、
白
川
溜
池
で
あ
る
。

第12表 溜 池 調(1924年)

大字名陣 名胤 瑚 綿 潅緬積

15町

63町

罫
}3・町

6.5反

1.5反

碍
}48町

囎

町

町

町

7
・

Q
V

O
ゾ

8尺

6

7

11

11

8

4

9

4

4

3

12

10

9

4

5

4

5

7

(b

6

5

9.6反

12.0

17.2

20.0

17.8

10.3

5.3

20.7

5.9

4.4

1.6

8.9

9.7

20.2

7.2

13.1

3.6

10.4

13.6

6.2

5.6

9.3

　

　

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

大

小

池

池

池

池

池

池

池

 灘
翫

下
上
芝
樋
鋪
芝
北
新
下
上
眺

弊

南
北
北
新
南

櫟 枝

横 田

新 庄

石 川

白 土

発志院

中 城

注)『 白川溜池築造史』1955年 よ り。

第13表 白川溜池築造計画概要

脚

駅
簾

繍
灘

燗鵬
輔

直

長延

深

深
積
積

量
積

長

路

長

長
長
長

長

鯨
籍

水
緬
延
鷲

繰

最
平

底
満

貯
配

堤
余

底

竪
分
導

周

注)総 事業費428,000円(内 国庫補助50%)

「白川溜池計画書」(1925年)よ り。
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旱
越

ま
で
の
治
道
村
の
溜
池
は
平
均
水
深
六

・
七
尺
と
浅
く
、
旱

魅
時
に
耐
え
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
(第
12
表
参
照
)。

白
川

溜
池
計
画
は
、
治
道
村
東
部
を
流
れ
る
楢
川
の
上
流
天
理
市

旧
丹
波
市
町
大
字
岩
屋
ケ
谷
に
築
造
さ
れ
る
も
の
で
、
楢
川
を
締
切

っ
て
貯
水
し
、
ま
た
貯
水
量
を
補
う
た
め
高
瀬
川
か
ら
も
井
堰
に
よ

っ
て
引
水

す
る
計
画
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
以
上
は
県
営
事
業
と
し
て

施
行
さ
れ
、
各
大
字
に
引
水
す
る
た
め
の
用
水
路
新
設
は
地
元
事
業

と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
白
川
溜
池
は
五
五
〇
町
歩
に
二

・
五
寸
水
を

二
回
補
給
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
当
時
と
し
て
は
、
奈
良
県
最
大

の

溜
池
計

画
で
あ

っ
た
(第
13
表
参
照
)
。

「計

画
書
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
事
業
目
的
は
、
潅
概
用
水
の
補
給

で

あ
り
、

そ
れ
に
よ

っ
て
旱
魑

の
被
害
を
妨
ぎ
収
穫
量
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
と
、
用
水
不
足
の
た
め
毎
年
水
利
に
関
し
て
費
い
や
す
労
力
を

削
減
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上

の
目
的
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
村
の
状
況
か
ら

考
え
ら
れ
る
目
的
は
他

に
も
あ
る
。
ひ
と
つ
は
先
に
述

べ
た
旱
魅
を

契
機
に
各
大
字
で
起

っ
た
小
作
料
減
免
要
求
を
掲
げ
た
小
作
争
議

へ

の
対
策

と
し
て
で
あ
る
。
旱
越

に
よ
り
大
幅
な
小
作
料
減
免
を
強
い

ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
地
主
層
は
何
よ
り
も
安
定
し
た
収
穫
、
安
定
し

た
小
作
料
を
望
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
旱
越
後

(
17
)

の
農
民
の
疲
労
救
済
の
目
的
で
あ
る
。
最
後
に
、
水
利
紛
争
解
決
の

(
18
)

た
め
不
合
理
な
水
利
慣
行
の
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
以
上
、
ω
旱
魑
に
対
す
る
用
水
確
保
、
収
穫

・
小
作
料
の

安
定
確
保
、
@
旱
越
後
の
農
村
救
済
、
の
水
利
慣
行
の
改
善
の
三
つ

が
築
造
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2

築
造
過
程
の
諸
問
題

こ
こ
で
は
、
先
に
述
べ
た
三
つ
の
目
的
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ

た
の
か
、
あ
る
い
は
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

④
こ
の
計
画
は
始
め
、
櫟
本
町

・
帯
解

村

・
平
和
村

・
治
道
村
な

ど
の
連
合
で
、
丹
波
市
町
五
ケ
谷
村
菩
提
山
に
築
造
さ
れ
る
こ
と
に

(19
)

な

っ
て
お
り
、
主
要
潅
概
地
は
櫟
本
町
や
帯
解
村
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
中
心
と
な

っ
て
い
た
櫟
本
町
大
字
蔵
之
庄
ほ
か
二
大
字
の
小
作

人
よ
り
反
対
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、
計
画
地
は
丹
波
市
町
岩
谷
ケ
谷

　　
　

に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
帯
解
村
内
の
三
大
字
か
ら
も
計
画
反
対

意
見
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
平
和
村
も
脱
会
し
、
結
局
、
治
道
村
と
櫟

本
町
大
字
櫟
本
の
み
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
誘
致
ま
で
の
過
程
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
お
そ

ら
く
水
利
慣
行

の
変
化
に
対
し
て
の
小
作

人
層
の
反
対
に
よ

っ
て
他
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村
が
脱
会
し
て
い
く
中
で
、
治
道
村
は
始
め
は
二
大
字
が
潅
概
区
域

に
入

っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
、
最
後
に
は
七
大
字
に
拡
大
し

た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
約

一
ヵ
月
の
う
ち
に
計
画
書
を
作

っ
て

県
議
会
を
通
過
し
、
国
庫
補
助
を
申
請

す
る
と
い
う

速
さ
で

あ

っ

た
。
そ

こ
に
、
こ
の
村
に
お
け
る
用
水
確
保
の
必
要
性
と
溜
池
誘
致

の
た
め
に
結
集
し
た
地
主

の
強
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き

る
。
事
実
、
溜
池
完
成
後
、
村
に
お
け
る
反
収
は
増
加
し
、

郡
平
均

・
全
国
平
均
を
も
越
え
る
(第
1
表
参
照
)
。
そ
し
て

一
九
三

九
年
の
大
旱
越
の
際
、
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
な
か

っ
た
こ
と
か
ら

も
、
用
水
確
保
に
よ
り
安
定
し
た
収
穫
、
地
主
層
に
と
っ
て
も
安
定

し
た
小
作
料
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
用
水
確
保
に

よ
り
、
野
井
戸
か
ら
の
水
汲
み
揚
げ
と
い
っ
た
重
労
働
が
節
減
さ
れ

た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

@
農
村
救
済
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
工
事
に

先
立

っ
て
農
村
救
済
の
た
め
の
使
用
人
夫
は
、
潅
概
区
域
内
の
農
民

を
採
用
す
る
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
、
各
大
字

へ
の
人
夫
徴
用
割
当

率
(第

14
表
参
照
)
が
決
定
さ
れ
た
。
県
当
局
よ
り
提
示
さ
れ
る
半
月

毎
の
所
用
人
夫
を
先

の
割
当
率
に
よ

っ
て
徴
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
人
夫
は
各
大
字
を
基
本
と
し
て
イ
組
か
ら
リ
組
の
九

第14表 各大字人夫
割当率

割 当 率

(°o)

26.4

2.5

23.4

7.4

7.5

12.1

6.7

5.3

8.7

 

本

枝

田

庄

川

土

櫟

櫟

横

新

石

臼
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注)『 日誌』 白川溜

池耕地整理組合連

合会,1926年 よ り

つ
に
分
け
ら
れ
、
各
組

に

一
名

の
小
頭
が
お
か
れ
た
。
小
頭
の
人
選

に
関
し
て
は
、
各
組
の
中
で
互
選
し
、
も

し
、
人
選
が
難
行
し
た
場

合

は
、
県
に

一
任
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

着
工
後

ニ
カ
月
、
人
夫
問
題
が
表
面
化

し
て
く
る
。

一
九
二
七
年

(21
)

一
月
、
連
合
会
常
任
委
員
会
で

「
現
場
小
頭
選
任
ノ
件
」
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
、
つ
づ
い
て
定
例
委
員
会
に
お
い
て

「現
場
小
頭
ノ
選
任

ヲ
治
道
方
面

ヨ
リ
ニ
名
、
櫟
本
方
面

ヨ
リ

一
名
を
選
任
ノ
方
針
」
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
場
監
督
を
厳
し
く
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
年
二
月
の

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

「出
役
人
夫
中
不
穏
の
行
動
ア
ル
モ
ノ
取

(
22
)

 締
ル
ノ
件
並

二
処
分

二
関

ス
ル
件
」
が
討
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

で
あ
る
。

「
不
穏
の
行
動
ア
ル
人
夫
」
と
は
、
村

の
状
況
か
ら
考
え

て
(お
そ
ら
く
小
作
争
議
が
終

っ
た
時
期
)
、
農
村
救
済
と
い
う
名
目

で
人
夫
賃

一
円
三
〇
銭
と
い
う
、
当
時

の
奈
良
県
平
均
賃
金
よ
り
二
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低
い
賃

金
で
割
徴
用
さ
れ
た
小
作
人
た
ち
の
、
労
働
条
件
の
改
善
な

ど
の
要
求
行
動
か
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
反
抗
的
姿
勢
だ

っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
同
日
労
働
時
間
や
賃
金
の
改
正
な
ど
、

労
働
条
件
の
改
善
が
協
議
さ
れ
、
さ
ら
に
、
朝
鮮
人
人
夫
の
待
遇
に

つ
い
て
も
協
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

連
合
会
は
、

人
夫
問
題
に
対
し
て
結
局
、

「人
夫
は
潅
概
区
域
農

民
の
採
用
」
と
い
う
決
定
を
破
り
、
朝
鮮
人
人
夫
五
〇
名
を
常
雇
い

す
る
こ
と
で
解
決
を
図

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
人
人
夫

の
雇
入
れ
は
、
小
作
争
議
に
お
け
る
地

主
側

の

対
応
策
と

同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

注
目
し
て

お
き
た

い
。こ

れ
以
後
、
朝
鮮
人
人
夫
と
大
字
徴
用
人
夫

の
二
本
立
て
で
工
事

が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
大
字
か
ら
の
出
場
率
は

悪
く
、
連
合
会
で
は
賃
金
改
正
を
し
た
り
、
各
大
字
に
人
夫
出
場
督

励

の
通
知
を
出
す
な
ど
し
て
い
る
が
、
連
合
会
か
ら
の
毎
重
な
る
各

大
字

へ
の
人
夫
出
場
督
励
も
効
果
な
く
、
同
年
八
月
の
定
例
委
員
会

(
23
)

で
は
、

「人
夫
出
場
率
廃
棄
ノ
件
」
が
協
議
事
項
に
上

っ
て
い
る
。

こ

の
時
期

に
は
、
人
夫
不
足
に
よ
る

工
事
停
滞

が

目
立

っ
て
き
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、

=

月
の
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、

「
人
夫
出
場
督
励
ノ
件
」
に
関
し
て
は
、
新
た
に

人
夫
ノ
出
場
割
当
ヲ
左
ノ
通
リ
決
定
シ
各
配
当
額
人
数
ヲ
絶

対
責
任
ヲ
以
テ
当
該
組
合
ヨ
リ
出
場

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
最
善
ノ

努
力
ヲ
ナ
シ
尚
十
分

二
所
要
人
夫
数

ヲ
得
ラ
レ
ザ
ル
場
合

ハ
適

当

ノ
買
入
人
夫
ヲ
為

シ
所
要
ヲ
充
タ

ス
ル
モ
連
合
会

二
於
テ
異

議
ナ
キ
コ
ト
但

シ
最
初

ノ
買
入
人
夫

ハ
約
五
十
人
乃
至
百
人
ヲ

超

エ
ヌ
ガ
事
…
…

人
夫
割
当
表

櫟
本
組
合
二
十
六
人

横
田
組
合
二
十
三
人

中
城
組
合
五
人

白
土
組
合
十
二
人

(
24
)

其
他
方
面
ヨ
リ
九
人

と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

針
は
、
工
事
開
始
直
後
、

櫟
枝
組
合
二
人

新
庄
組
合
八
人

発
志
院
組
合
七
人

石
川
組
合
八
人

つ
ま
り
、
農
村
救
済
と
し
て
の
人
夫
徴
用
方

人
夫

の
不
穏
な
行
動
き
の
た
め
朝
鮮
人
労

働
者
を
雇
入
れ
る
こ
と
で
破
ら
れ
、
さ
ら
に
連
合
会
か
ら
の
要
請
で

は
人
夫
出
場
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
の
方

針
は
破
棄
さ
れ
、
各
大
字
組
合

の
責
任
に
お
い
て
、
人
夫
を
買
入
れ

る
な
ど
の
方
法
で
割
当
人
数
を
出
場
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
が
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つ
い
て
い
る
。

一
村
あ
げ
て
の
大
事
業

の
中

で
、
人
夫
出
場
は
お
そ

ら
く
あ
る
程
度
は
強
制
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
農
村
救
済
の
名
目
で
、
地
元
か
ら
人
夫
を
低
賃
金
で
徴
用

し
よ
う

と
し
た
が
、
こ
れ
は
小
作
人
の
反
対
に
あ
い
、
必
要
人
夫
を

徴
用
す

る
こ
と
が
で
き
ず
に
終

っ
た
の
で
あ
る
。

の
治
道
村
従
来
の
水
利
慣
行
と
、
溜
池
築
造
が
水
利
慣
行
に
与
え

た
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

治
道
村
に
お
け
る
水
利
慣
行
の
特
徴
は
、
奈
良
盆
地
全
体
に
も
い

え
る
よ
う
に
、

「①
井
堰
水
利
組
合
に
み
ら
れ
る

排
他
占
有
的
な
性

格
、
②
溜
池
水
利
組
合
に
み
ら
れ
る
村
落
共
同
体
的
な
性
格
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
あ
る
大
字
の
用
水
施
設
系
は
、
河

川
か
ら
用
水
を
確
保
す
る
に
当
た

っ
て
は
排
他
占
有
的
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
一
度
貯
溜
さ
れ
た
用
水
の
配
分
に
当

っ
て
は
、

平
等

・
公
平
の
原
則
に
も
と
つ
く
村
落
共
同
体
的
な
性
格
を
も

っ
て

(
25
)

い
た
」

こ
と
に
あ
る
。
治
道
村
で
は
先

に
述
べ
た
よ
う
に
近
世
に
お

け
る
分
散
支
配
に
よ
り
、
水
利
慣
行
に
お
い
て
も
そ
の
力
関
係
が
反

映

さ
れ
、
近
代
に
入

っ
て
も
複
雑
な
水
利
慣
行
を
継
続
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
高
瀬
川
水
系
の
横
田
と
櫟
枝
の
場
合
に
は
櫟
枝
は
下
流
で

あ
り
な
が
ら
旧
天
領
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
興
福
寺
領
で
あ

っ
た

横
田
に
対
し
て
強
い
水
利
権
を
持

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戸
数
二
五

の
小
さ
な

櫟
枝
に
対
し
、

戸
数

=
二
〇
の

横
田
は
力
つ
く
で
引
水

し
、
両
大
字
に
は
し
ば
し
ば
水
争
い
が
起

っ
て
い
た
。
ま
た
楢
川
水

系
の
石
川

・
白
土

・
発
志
院

・
中
城
の
場
合
は
、
白
土
が
旧
天
領
で

あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
寺
社
領
で
あ
っ
た
上
流
の
石
川
と
同
等
の
水

利
権
を
有
し
、
下
流
の
二
大
字
は
余
り
水
を
使
用
す
る
と
い
う
形

に

な

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
複
雑
な
水
利
慣
行
は
、
大
字
間
に
激
し
い

利
害
対
立
を
生
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
基
礎
に
、
連
合
会
運
営
上
の
第

一
の
問
題
は
、
組

織
設
立
に
際
し
て
、
複
雑
な
水
利
慣
行
が
存
在
す
る
た
め
に
、
単

一

の
水
利
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
関
係
大
字
に
耕
地
整
理
組
合
を
設
立
し
、
そ
れ

を
ま
と
め
て
、

一
九
二
五
年

一
〇
月
、
白

川
溜
池
耕
地
整
理
組
合
連

合
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

溜
池
計
画
は
、
直
接
の
下
流
と
な
る
櫟
本
町
大
字
楢

・
和
爾
内
に

も
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
楢

で
は
、
計
画
承
認
を
大
字
民
の
承
認
な

し
で
行

っ
た
と
し
て
、
大
字
惣
代
以
下
役
員
全
員
が
総
辞
職
す
る
騒

　が
　

ぎ
ま
で
起

っ
た
。
こ
の
後
、
楢

・
和
爾
は
反
対
姿
勢
を
崩
さ
ず
毎
々

(
27
)

反
対
集
会
を
開
き
、
警
官
が
出
動
す
る
こ
と
数
回
に
及
ん
だ
。
こ
の
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二
大
字

と
、
溜
池
築
造
地
で
あ
る
岩
谷
ケ
谷
村
に
対
す
る
保
障
問
題

は
、
県

な
ら
び
に
郡
当
局
の
仲
介
を
頼
み
、

一
年
三
ケ
月
か
か

っ
て

よ
う
や
く
和
解
の
成
立
を
見
た
。

こ
の
こ
と
は
水
利
慣
行
を
侵
害
す

る
も
の
に
対
す
る
、
根
強

い
反
抗
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

第

二
は
、
旧
水
利
権
の
保
障
を
め
ぐ
る
連
合
会
内
部
で
の
対
立
で

あ
る
。

一
九
二
六
年
二
月
、
白
土

・
横
田
、
少
し
遅
れ
て
櫟
枝
か
ら

以
下

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

横
田
か
ら
の
要
望
書

一
、
白
川
溜
池
新
設
の
為
楢
川
及
高
瀬
川
か
ら
引
水
す
る
当
大
字

の
溜
池
が
満
水
し
な
い
時
は
白
川
溜
池
の
水
に
よ
り
満
水
せ

し
め
る
こ
と
但
し
満
水
期
日
は
六
月

一
五
日
と
す
る

一
、
白
川
溜
池
の
水
を
引
水
す
る
際
、
楢
川
、
高
瀬
川
に
あ
る
既

設
の
吸
水
樋
管
に
対
し
て
当
大
字
か
ら
監
視
を
す
る
の
で
そ

の
費
用
は
連
合
会
で
負
担
す
る
こ
と

一
、
白
川
溜
池
か
ら
引
水
す
る
為

の
樋
管
或
は
新
水
路
は
該
当
溜

池
に
引
水
す
る
為
に
使
用
す
る
以
外

に
は
絶
対
に
使
用
し
な

い
こ
と
、
こ
れ
を
保
障
す
る
為
、
樋
管
及
新
水
路

に
相
当
の

設
備
を
な
す
こ
と

一
、

七
月
八
月
の
潅
概
期
に
当
大
字
の
溜
池
が
出
水
し
た
時
は
白

(
28
)

川
溜
池
の
水
で

一
回
満
水
せ
し
め
る
こ
と

ほ
か
二
大
字
の
要
求
も
、
大
筋
は
横
田
と
同
様
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ

う
な
要
望
に
対
し
連
合
会
は
、
県
当
局
の
斡
旋

に
よ
り
、
以
下
の
協

定
を
結
ん
だ
。

一
、
白
川
溜
池
新
設
の
為
毎
年
六
月

一
五
日
迄
に
従
来
の
溜
池
に

満
水
し
難
き

場
合
は

一
回
限
り

白
川
池
よ
り

補
水
す
る
こ

と
、
但
し
故
意
に
引
水
を
怠
り
、
又
は
不
注
意
に
起
因
す
る

場
合
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず

一
、
白
川
溜
池
完
成
の
暁
万

一
楢
川
筋

に
於
て
従
来
の
水
利
権
を

侵
害
し
た
る
時
は
そ
の
程
度
に
応
じ
て
白
川
溜
池
よ
り
補
水

す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
右
侵
害

の
程
度
は
県
当
局

の
査
定

(29

)

に

一
任
す
る
こ
と

と
し
た
。
三
大
字
か
ら
の
要
望
は
、
従
来
比
較
的
恵
ま
れ
た
水
利
権

を
持

っ
て
い
た
大
字
が
、
溜
池
築
造
に
よ
る
、
自
ら
に
有
利
な
水
利

慣
行
を
維
持
し
、
変
化
す
る
こ
と
を
妨
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
連
合
会
側
か
ら
の
協
定
も
そ
れ
を
承
認
す
る
結
果
に
終

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
工
事
開
始
直
前
に
も
、
白
土
か
ら
配
水
量
が
明
確
で
な
い

と
し
て
、
着
工
式
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
動
き
が
あ
り
、
県
当
局
が
説
得
に
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第15表 白川溜池用水配分量
並に賦課率

奮噸 配綿)1賦発

28.794

2.724

25.871

8.171

8.365

13.230

7.393

5.448

0

0

76.66

7.25

74.48

21.75

23.07

38.01

20.27

15.65

15.00

7.25

148

14

133

42

43

68

38

28

40

櫟 本

櫟 枝

横 田

新 庄

石 川

白 土

発志院

中 城

楢

和 爾

計 554287.97100.000

注)『 白川溜池計画書』(1926年)
よ り。

 

あ
た

っ
て
い
る
(第
15
表
参
照
)。

全
村
的
な
用
水
量
を
図

っ
て
の
計
画
で
は
あ

っ
た
が
、
各
大
字
か

ら
の
委
員
は
、
終
始
、
大
字
利
益
の
た
め
に
の
み
動

い
て
い
た
の
で

あ
る
。

た
と
え
用
水
量
が
増
え
た
と
し
て
も
、
各
大
字
間

に
は
そ
の

こ
と
に
よ

っ
て
合
理
的
水
利
慣
行
を
創
り
出
す
と
い
う
意
識
は
ま

っ

た
く
な

い
の
で
あ
り
、
い
か
に
従
来
の
水
利
権
を
確
保
し
た
上
で
、

よ
り
多

く
の
水
を
確
保
す
る
か
が
問
題
な
の
で
あ

っ
た
。

第
三
は
、
引
水
路
設
置
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
、

溜
池
か
ら
高
瀬
川

へ
の
墜
道
工
事
費
お
よ
び
各
大
字

へ
の
引
水
路
工

事
費
の
負
担
を
、
各
大
字
と
す
る
か
連
合
会
と
す
る
か
で
、
楢
川
筋

と
高
瀬
川
筋
で
紛
争
が
起

っ
た
。
こ
れ
は
翌
年
、
連
合
会
負
担
と
す

る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た
。

こ
の
後
、

一
九
三
〇
年
、
新
庄
よ
り
、
新
庄

へ
の
引
水
路
工
事
費

の
帰
属
が
明
ら
か
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
も
し
、
新
庄

へ
の
水
路
費
が

大
字
負
担
に
な
れ
ば
、
到
底
そ
の
負
担
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

工
事
費
の
帰
属
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
は
、
連
合
会
借
入
金
の
保
証

人
に
は
な
れ
な
い
し
、
最
悪
の
場
合
は
脱
会
も
止
む
な
し
と
い
う
内

容

の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

一
九
二
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
引
水
路
費
用
負
担
と

と
も
に
、
大
字
に
ど
れ
だ
け
有
利
な
引
水
路
を
設
置
す
る
か
で
紛
糾

し
て
い
た
時
、
旧
水
利
慣
行
に
お
い
て
最
も
弱
い
水
利
権
し
か
所
有

し
て
い
な
か

っ
た
新
庄
は
、
各
大
字
の
利
害
対
立
の
中
で
、
そ
の
引

水
路
が
非
常

に
長
く
工
事
費
が
高
い
こ
と
な
ど
も
加
わ

っ
て
、
連
合

会
負
担
の
確
約
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の

申
し
入
れ
に
対
し
連
合
会
は
、
新
庄
の
水
路
新
設
費
に
で
き
る
だ
け

援
助
す
る
と
い
う
回
答
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
結
局
は
ほ
と
ん
ど
新
庄
の
自
己
負
担
で
工
事
が

行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
代
表
委
員
に
よ
る
連
合
会
に
対

す
る
要
求
実
現
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

一
九
二
八
年
か
ら

一
九

三

一
年
ま
で
水
利
惣
代
が
、
地
主
層
か
ら
自
作
層
に
移

っ
て
い

っ
た
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第16表 大字新庄におけ
る区長・水利惣代
(兼任)の所有地

年 次1所 有地(反)

21.417

39.101

14.728

11.108

23.701

11.608

16.608

19.815

37.519

11.825

37.110

21.907

30.918

1921-23

1924-26

1927

1928

1929

1930-31

1932

1933

1934-35

1936-37

1938

1939

1940-41

注)東 京教育大学
「農業水利慣行 と公共

事業 との関連 に関す る
調査報告 」1955年,
P124よ り引用。

 

こ
と
に
注
目
し
た
い
(第
16
表
参
照
)。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
溜
池
築
造
の
第

一
の
意
図
、
用
水
確
保

・
安

定
収
穫

は

一
応
実
現
さ
れ
、
小
作
争
議
も
沈
静
化
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
第

二
の
農
村
救
済
に
つ
い
て
は
、
人
夫
問
題
に
示
さ
れ
た
よ

う
に
そ
れ
ほ
ど
の
効
果
は
な
か

っ
た
。
第
三
の
水
利
紛
争
の
改
善
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、各
大
字
か
ら
の
旧
水
利
権
確
保
に
よ
る
強
い
姿
勢

に
対
し
、
連
合
会
は
、
ひ
た
す
ら
大
字
対
立
の
調
停
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果

し
た
の
み
で
あ
る
。
最
後
ま
で
水
利
慣
行
の
改
善
に
は
、
ま

っ
た
く
手
を
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
治
道
村
は
四
種
兼
業
の
産
業
組
合
が
非

常

に
発
展
し
た
村
で
あ

っ
た
が
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
、

一
九

二
九
年
に
か
け
て
小
作
争
議
が
起

っ
て
お
り
、
こ
の
村
に
お
い
て
は

産
業
組
合
の
発
展
が
同
時
に
、
村
内
の
階
級
宥
和
の
役
割
を
持

っ
た

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
産
業
組
合
長
で
も
あ
る
地
主
が
中
心
と
な
っ
て
地
主
を
結

集
し
、
小
作
争
議
発
生
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
用
水
不
足
を
解
決
す

る
た
め
に
、
溜
池
築
造
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
溜
池
築
造
に
は

こ
の
ほ
か
に
農
村
救
済
、
水
利
紛
争
の
改
善
と
い
っ
た
意
図
も
含
ま

れ
て
い
た
。

用
水
確
保
に
つ
い
て
は

一
応
の
成
果
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
主

側
か
ら
の
農
民
救
済
を
名
目
と
し
た

一
方
的
な
人
夫
徴
用
に
対
し
て

は
、
徴
用
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
な
ど
小
作
争
議
と
相
ま

っ
て
地
主
小

作
間
の
対
立
激
化
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
水
利
紛
争
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
各
大
字
の
所
有
す
る
水
利
権

の
固
持
と
い
っ
た
姿
勢
に

よ

っ
て
、
旧
来
の
水
利
慣
行
に
は
手
を
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。白

川
溜
池
築
造
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
各
大
字
の
水
利
権
確

保
に
対
す
る
姿
勢
は
、
ま
さ
に
排
他
的
性
格
を
持

っ
て
お
り
、

一
村

規
模
で
順
調
に

発
展
し
た

産
業
組
合
と
は

好
対
照
を

な
す
の
で
あ

る
。
各
大
字
か
ら
白
川
溜
池
連
合
会

へ
の
代
表
委
員
(地
主
)
は
、
徹
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底
し
て
大
字
の
利
益
を
追
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

そ
れ
が

で
き
な
か

っ
た
場
合
は
大
字
楢
や
新
庄
の
よ
う
に
、
大
字
惣

代
、
水
利
惣
代
な
ど
の
リ
コ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
封
建
的
水
利
慣
行
が
継
続
さ
れ
て
い
た

一
方
で
、
大
字
内
の
水

利
運
営

に
つ
い
て
は

「
民
主
的
」
と
も
い
え
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
水
利
慣
行
は
、
白
川
溜
池
の
場
合
だ
け
で
な
く
、

一

九
三
〇
年
代

に
築
造
さ
れ
た
斑
鳩
溜
池
、
倉
橋
溜
池
の
場
合

に
も
共

(30
)

通
す
る
も
の
で
、
水
利
運
営
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
奈
良
県

に
お
け

る

一
般
的
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九

二
〇
年
代
の
農
村
は
、
水
利
問
題
と
い
っ
た
複
雑

で
多
様
な

問
題
を

か
か
え
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
、

一
見
、
封
建
的
で
あ
る
大

字
と
い
う
共
同
体
の
動
き
が
、
農
村
支
配
構
造
の
中
で
重
要
な
役
割

を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と

も
含
め
て
、

一
九
二
〇
年
代

の
地
主
小
作
を
見
る
と
、
小
作
側
か
ら

の
活
発

な
要
求
に
対
し
て
、
地
主
側
が
な
ん
ら
か
の
対
策
を
提
示
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

つ
ま
り
、
用
水
補
給

の
た
め
の
溜
池
築
造
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
た
問
題
は
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
水
利
に
か
か
わ
る
問
題
が
残

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

(
1
)

森
武
麿

「
農
業
構
造
」

(
一
九

二
〇
年
代

研
究
会
編

『
一
九
二
〇
年

代

の
日
本
資
本
主
義
』
東
大
出
版
会
、

一
九
八
三
年
、
大
門
正
克

「
農

民
的
小
商
品
生
産

の
組
織
化
と
農
村
支
配
構
造
」

(『
日
本
史
研
究
』

二

四
八
、

一
九
八
三
年
)

(
2
)
庄
司
俊
作

「
小
作
争
議

と
地
主
制

の
後

退
」

(『
土
地
制
度
史
学
』
八

三
号
)、
同

「
一
九

二
〇
年
代

の
農
村
支
配
体
制

に
関
す
る
覚
書
」
(『
社

会

科
学
』

三
四
号
、
一
九
八
四
年
)
、
坂
根
嘉
弘

「
小
作
調
停
法
体
制

の

歴
史
的
意
義
」

(『
日
本
史
研
究
』

二
三
一二
、

一
九
八

二
年

)

(
3
)

『奈
良
県
統
計
書
』
(
一
九
三
五
年
)

(
4
)

「
事
業

成
績
概
況
』

(治
道
村
産
業
組

合
、

一
九
三

二
年
)

(
5
)

『
越
智
太
兵
衛
傳
』
六
六
頁

、
(
一
九
七

一
年
、
越
智
太
兵
衛
傳
記
編

纂
委
員
会
)

　 　 　 ノへ 　
109876
)))))

「
大
阪
朝
日
」

(
一
九

二
六
年

九
月

一
〇
日

・
同

一
二
日
付

)

『
越
智
太
兵
衛
傳
』

七
六
頁

『
事
務
報
告
』
(治
道
村
役
場
、

「
大
阪
朝
日
」

(
一
九
二
四
年

一

同

(
一
九

二
四
年

一
一
九

二
五
年

)

一
月
三
〇
日
)

一
月

二
四
日

・
同
年

一
二
月

二
六

日
)

(
11
)

同

(
一
九

二
七
年

一
月

二
五
日
、

一
九
二
八
年

一
日
、

一
九

二
九
年

一
月

二
六
日
、
同
年

二
月

五
日
)

(
12
)

同

(
一
九

二
九
年

一
月
六
日
)

一
月

一
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(
13
)

『
往
復
文
書

綴
』
(
一
九
三

一
年
)
の
中

「
小
作
争
議

二
関

ス
ル
調
査

報
告
」
で

「
小
作

人
組
合

ナ
ル
モ
ノ
無

之
従

ツ
テ
系
統

モ
参
加
人

モ
ナ

シ
」
と
あ
る
。

(
14
)

治
道
村
産
業
組
合

で
は
、

一
九

二
二
年

「小
農
者

土
地
購
入
資
金
貸

付
規
定
」
を
設
置
し

一
九
三
〇
年

ま
で
に
、
田
五
町

一
反
九
畝

一
歩
、

畑
三
畝

一
歩

の
金
額

二
万
九
八
〇
〇
円
を
貸
付
け

て
い
た
。

(
15
)

『
越
智
太
兵
衛
傳
』
八
四
頁

(
16
)

「
大
阪
朝
日
」

(
一
九

二
四
年

八
月

一
日

・
一
〇
月
三
日
)

(
17
)

同

(
一
九

二
四
年

八
月

一
九
日
)

(
18
)

『
白
川
溜
池
築

造
史
』
九
八
頁
、
(
一
九
四
五
年
、
白

川
溜
池
耕
池
整

理
組
合
連
合
会
)

(
19
)

「
大
阪
朝
日
」

(
一
九

二
四
年

一
〇
月

二
四
日
)

(
20
)

同

(
一
九

二
四
年

一
一
月
六
日
)

(
21
)

『
日
誌
』

(白
川
溜
池
耕
地
整

理
組
合
連
合
会
、
一
九

二
七
年

一
月

一

五
日
)

(
22
)

同

(
一
九

二
七
年

二
月

四
日
)

(
23
)

同

(
一
九
二
七
年
八
月

二
〇
日
)

(
24
)

『白

川
溜
池
事
業
報
告
概
要

』
(
一
九

二
七
年
度
)

(
25
)

『
奈
良
平
野

に
お
け
る
農
業
水
利

の
展
開
』
五
三
頁
、

農
地
事
務
局
、

一
九
六
〇
年
)

　

30
)

ノヘ ノへ 　 　

29282726
))))

『白
川
溜
池
築
造
史
』
二
四
頁

(農
林
省
京
都

「大
阪
朝
日
」
(
一
九

二
五
年

=

一月

二

一
日

・
二
一二
日

・
二
七
日
)

『白
川

溜
池
築
造
史
』
三
八
～
三
九
頁

同

四

一
頁

(
25
)
と
同

じ
。

〔付
記
〕

本
稿

は
奈
良
県
農
村
史
研
究
会

(明
石
岩
雄
、
碓
井

照
子
、
小
方

登
、
金
子
治
平
、
徳
永
光
俊
、
伏
見
信
孝
、
森
元
文
子
)

の
共
同
研
究

の

一
部

で
あ
る
。

こ
の
研
究
に

つ
い
て
は
、
大
和

郡
山
市
役

所
横
田
支

所
、
治
道
村
農
業
協
同
組

合
、
櫟
本
町
農
業

協
同
組
合
、
奈
良
県
立
図

書
館
、
並

に
治
道
村

の
越
智
寿
子
氏
、
櫟
本
町
の
吉
本
利
達
氏

に
協
力

し
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
本
学

の
野
崎
清
孝
先
生
か
ら
は
貴
重

な
史

料

と
助

言
を

い
た
だ
い
た
、
記
し
て
謝
意

を
表
し
た

い
。

(
一
九
八
三
年
卒
業

生
)
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